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● 東京証券取引所プライム市場への上場市場区分変更
  （2023年10月6日）

● 初配当の実施と配当方針の変更
　・ 2023年10月期の期末配当は１株あたり20円（記念配当15円・普通配当5円）

　・ 配当性向10%を基準とした継続的・安定的な配当を基本方針とする

● 新経営体制への移行
  （2024年1月25日開催第8回定時株主総会付議予定）

● 中期経営計画を策定・開示予定

2023年10月期

2024年10月期
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新経営体制

既存事業の爆発的な成長と新規事業創出の両輪で新たな価値創造フェーズに

新規事業

海外展開

エクソソーム創薬

卵子凍結
保管受託サービス

その他新規事業

動物医療
経営全般

営業推進

コンサルティングサービス

医療機器販売

化粧品販売その他

代表取締役社長  CEO
最高経営責任者  候補

裙本  理人

澤田  貴司
代表取締役  CXO
最高変革責任者  候補

加工受託サービス

PFC- FD™ 脂肪由来幹細胞

FatBank 滑膜由来幹細胞

※CXO:chief transformation officer



非連続的成長の実現
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再生医療関連事業現在

エクソソーム関連事業

卵子凍結バンク関連事業

グローバル事業



新経営体制
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代表取締役社長  CEO
最高経営責任者  候補

1981年  上智大学理工学部  卒業
1981年  伊藤忠商事株式会社  入社
1998年  株式会社ファーストリテイリング  取締役副社長
2005年  株式会社リヴァンプ  設立  代表取締役社長
2016年  株式会社ファミリーマート  代表取締役社長
2021年  株式会社ファミリーマート  代表取締役副会長
2022年  セルソース株式会社  社外取締役（現任）
2022年  株式会社ロッテベンチャーズ・ジャパン 代表取締役（現任）

1957年生まれ、石川県出身。1981年伊藤忠商事株式会社へ入社、化学品原料のトレードや
米国小売分野の企業買収等に携わる。1997年株式会社ファーストリテイリングに入社、
翌年、取締役副社長就任。同社のフリースの爆発的なヒットにつながる事業戦略立案等に
従事。2005年に企業支援会社である株式会社リヴァンプを設立。株式会社ロッテリアを
始め様々な企業と事業に取り組む。2016年9月株式会社ファミリーマートの社長に就任。経営
統合したサークルKサンクスのファミリーマートへのブランド転換を指揮し、2年3か月で
約5,000店もの転換を完遂。2021年株式会社ファミリーマート副会長に就任。いつの時代も
現場とのコミュニケーションを重視し、多岐に渡る分野で改革に取り組んでいる。

澤田  貴司



2023年10月期 通期業績
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業績ハイライト（2023年10月期  通期）

45.1億円
（前期比+5.5%）

売上高

12.2億円
（前期比▲22.2%）

26,633件
（前期比+15.0%）

1,749院
（前期比+371院）

営業利益

9.2億円
（前期比▲9.3%）

当期純利益

27.1％
（前期比▲9.7pt）

売上高営業利益率 加工受託件数 期末提携医療機関数
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2022年10月期
4Q

2022年10月期
通期

2023年10月期
4Q

2023年10月期
通期

通期業績予想前期比 前期比 達成率

93.8%

-

-

86.5%

-

86.1%

94.1%

売上高

売上総利益

　   売上総利益率

営業利益

　   営業利益率

経常利益

当期純利益

血液由来加工受託件数（件）

脂肪由来幹細胞加工受託件数（件）

期末提携医療機関数（院）

［百万円］

業績ハイライト
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1,400

1,026

73.3%

632

45.1%

636

428

4,273

3,064

71.7%

1,571

36.8%

1,583

1,017

▲21.2%

▲26.6%

▲5.1pt

▲71.8%

▲29.0pt

▲75.7%

▲42.2%

+5.5%

+3.9%

▲1.1pt

▲22.2%

▲9.7pt

▲24.6%

▲9.3%

1,104

753

68.2%

178

16.1%

154

248

4,510

3,185

70.6%

1,221

27.1%

1,194

923

6,527

544

1,378

21,508

1,654

1,378

▲13.9%

▲20.8%

+26.9%

+14.1%

+25.9%

+26.9%

5,618

431

1,749

24,550

2,083

1,749

4,806

-

-

1,411

-

1,386

981
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エグゼクティブサマリー
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2023年10月期
通期業績

事業ハイライト

● 製造キャパシティ拡大及び生産効率向上を目的とし、新製造拠点「ZERO LAB」を取得
● 滑膜幹細胞受託事業は2023年サービス開始以降、総合病院を中心に提携医療機関を開拓。
東京医科歯科大学で初の臨床応用開始

● 加工受託サービスで培った産科婦人科の医療機関ネットワーク、細胞保管設備・技術を活かし、
卵子凍結保管受託サービスを開始

● 2022年6月のアニコムホールディングスとの業務提携以降、動物領域での臨床研究を経て
12月に初受注

●  日本初のエクソソーム医薬品開発に向け、科研製薬とフィージビリティ・スタディを実施

● 主力事業である加工受託サービスの売上高は着実に増加し、前期比+13%。一方で、前期に
急伸したBtoBモデルによる化粧品販売は反動減となり、全体の売上高は+5%で着地

● 自費診療特化型医療機関を対象とする加工受託サービス売上高が、9月19日の業績予想修正
公表時点における想定よりも落ち込んだ結果、売上高・利益ともに計画比未達で着地

● 企業価値最大化に向けて、人員拡充、オフィス移転、新製造拠点の取得等、戦略的にコストを
投下。また2023年10月のプライム市場への上場に伴う関連費用を営業外損失として計上し、
当期純利益は前期比▲9％で着地



売上高の推移

1,400

817

887

125

166

220

527

70

186

34

1,175

876
820

757

111

171

581549

59
59

75
39

159
171

622

381

75

135

29

761
720

495
429

83

82

38
31

143

176

135 1,059
1,111

735

109

177

743

113

180

21 88

793

53

［百万円］

 +5.5%

+13.3%

+22.1%

+5.2%

▲52.4%

4,273百万円

2,776百万円

356 百万円

670百万円

471百万円

化粧品販売その他

合計

コンサルティングサービス

医療機器販売

加工受託サービス

1Q4Q 4Q3Q 3Q2Q 2Q1Q4Q3Q2Q1Q

2021年10月期（第6期） 2022年10月期（第7期）

化粧品販売の減収の影響を受けつつも、加工受託サービスの成長により通期売上高は増収で着地
加工受託サービスの売上動向については、「p.25 加工受託サービスに関する現状分析と今後の方針」以降を参照

当期累計前期累計

■  加工受託サービス
■  コンサルサービス
■  医療機器販売
■  化粧品販売その他

前期比

2023年10月期（第8期）
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1,104

179

77

873

60

1,235

166

134

4,510百万円

3,146百万円

435百万円

704百万円

224百万円



主にオフィス移転及び
新製造拠点取得の影響を受け、
大きく増加

269

21

13
15

70

148

268

60

7

17
22

160

282

11
21

26

68

153

261

10
11
28

71

139

336

12
17

35

78

192

368

8
26

35

87

210

393

9
22

37

107

216

8
21

48

100

214

［百万円］

394

7
26

46

81

265

428

5
15

57

172

253

504

7
13

62

197

293

575

12
16

53

132

241

455

 +31.5%

+26.3%

+40.1%

▲17.3%

▲16.8%

+55.9%

1,493百万円

834百万円

157百万円

87百万円

39百万円

374百万円

その他

合計

研究開発費

広告宣伝費

支払手数料

人件費＋業務委託費

1,963百万円

1,053百万円

220百万円

72百万円

32百万円

583百万円

販売管理費の推移  

■  人件費＋業務委託費
■  支払手数料
■  研究開発費
■  広告宣伝費
■  その他

前期比当期累計前期累計

0

100

200

300

400

500

12 CellSource Co., Ltd. All Right Reserved

人財獲得、オフィス移転、新製造拠点の取得を主要因として、販売管理費は前期比で増加

1Q4Q 4Q3Q 3Q2Q 2Q1Q4Q3Q2Q1Q

2021年10月期（第6期） 2022年10月期（第7期） 2023年10月期（第8期）



0

25

50

75

100

125

旧オフィスの撤退により、
地代家賃は低減する見込み

地代家賃の推移

オフィス移転及び新製造拠点取得の影響
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［百万円］

82

31

5

41

77

31

5

41

77

31

5

41

77

31

5

41

77

■  新製造拠点
■  現製造拠点
■  新オフィス
■  旧オフィス

1Q4Q 4Q3Q 3Q2Q 2Q1Q4Q3Q2Q1Q

2023年10月期（第8期） 2024年10月期（第9期） 2025年10月期（第10期）

● 第8期2Qにオフィス移転を実施。旧オフィスの賃料
継続発生により、賃料の重複が発生

● 第8期4Qに新製造拠点（ZERO LAB）を取得。
同拠点における賃料が発生

● 第9期中に旧オフィスからの撤退が完了予定。第10期
以降は賃料の重複は解消される見込み

新旧オフィス賃料の一過性の重複及び新製造拠点の取得により、第8期の地代家賃は大きく増加
ただし、第9期中の旧オフィス撤退に伴い、第10期以降は賃料の重複は解消される見込み
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社員数の推移

引き続き、成長に向けた人的資本を蓄積

デザイン
企業価値の向上をクリエイティブの力で支援

事業開発／R&D
非連続的成長を実現する
新規事業開発・推進

コーポレート
人的資本と組織のマネジメント

CPC（製造）
第一創業期事業の成長を支える基盤

営業
第一創業期事業の更なる成長を実現

CellSource Co., Ltd. All Right Reserved

0

0

［人数］

2023/10月期（第8期）2022/10月期（第7期）2021/10月期（第6期）2020/10月期（第5期）2019/10月期（第4期）2018/10月期（第3期）

90

109

6858

149

18

24

35

9
4

27

31

37

9
5

27

14

13

10
4

15

21

17

5

18

13
6
2

40

42

50

10
7

39

■社員数
■ FTE

※ FTE（フルタイム当量）=非正規雇用含む社員の総労働時間÷（勤務日数×8時間）　※社員数：受け入れ出向者含まず
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180

営業利益の推移

成長に向けた販売管理費の増加に伴い、第4四半期の営業利益は前期比で減少

1Q4Q 4Q3Q 3Q2Q 2Q1Q4Q3Q2Q1Q

2022年10月期（第7期）2021年10月期（第6期） 2023年10月期（第8期）

［百万円］

当期累計  1,221百万円
 （前期比 ▲22.2%）

 （営業利益率  27.1%）

前期累計  1,571百万円
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BSの推移

引き続き強固な財務基盤を堅持

2021年10月期（第6期） 2022年10月期（第7期） 2023年10月期（第8期）

633
11

2,720

2,409

536

419

814

0

3,785

3,123

953

522

452
225

6,201

4,781

808

1,290

［百万円］

■  現預金
■  その他の流動資産
    （現預金を除く）

■  固定資産

■  流動負債
■  固定負債
■  純資産
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0

1,500

3,000

4,500

6,000

● 2023年10月のプライム市場
上場に伴う公募増資により、
自己資本及び現預金が増加

● 新オフィスへの移転やZERO 

LABの取得により、固定資産が
増加



 各種KP I
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事業KP Iハイライト（2023年10月期  通期）

期末提携
医療機関数

血液由来
加工受託件数

脂肪由来幹細胞
加工受託件数

1,749院
（前期比+371院）

24,550件
（前期比+14.1%）

2,083件
（前期比+25.9%）
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0

500

1,000

1,500

19

1,028

910

767

653

1,109
1,204

1,557
1,654

1,749

1,301
1,378

1,455

［院］

提携医療機関数推移

順調に医療機関ネットワークを拡大

当四半期末 1,749院
 （前期比 +371院）

■  期末提携医療機関数

1Q4Q 4Q3Q 3Q2Q 2Q1Q4Q3Q2Q1Q

2022年10月期（第7期）2021年10月期（第6期） 2023年10月期（第8期）
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0

累計    73,670件

当期累計  24,550件
 （前期比 +14.1%）

55,120

73,670

68,052

61,483

49,120
5,618

42,593

27,612

36,153
31,747

23,664
19,990

16,654

■  サービス開始以降の累計件数
－  四半期件数

自費診療特化型医療機関からの加工受託件数が直近四半期で減少

血液由来加工受託数推移  

2,000

4,000

6,000

［件］
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0
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1Q4Q 4Q3Q 3Q2Q 2Q1Q4Q3Q2Q1Q

2022年10月期（第7期）2021年10月期（第6期） 2023年10月期（第8期）



0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

6,057

7,620
7,189

6,572

4,993

5,537

3,883

4,541
4,236

3,537
3,120

2,766

■  サービス開始以降の累計件数
－  四半期件数

脂肪由来幹細胞加工受託数推移

自費診療特化型医療機関からの加工受託件数が直近四半期で減少

431

［件］

累計 7,620件

当期累計 2,083件
 （前期比 +25.9%）
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1Q4Q 4Q3Q 3Q2Q 2Q1Q4Q3Q2Q1Q

2022年10月期（第7期）2021年10月期（第6期） 2023年10月期（第8期）



0

30

60

90

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

21.2
19.9

17.7

14.414.9

25.0

32.1 31.3

36.3

41.8

46.0
44.0

45.4
47.9

43.7
42.0

47.4
49.850.9

48.648.5
50.8

59.2

82.5

87.0

66.2

79.0
77.5

74.8

78.8
80.2

64.2

69.9

75.4 76.0
78.5

69.1

62.8

65.9
68.668.6

60.1

76.3

33.6
35.2

26.9

23.1

27.3

〔
1
日
あ
た
り
の
平
均
受
託
件
数
〕

1日あたりの平均加工受託件数の推移

22

2020 2021 2022 2023
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※2023年12月の平均加工受託件数は、12月1日から12月13日までの期間における平均値です。
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KPIハイライト（2023年10月期  通期）

セルソース
グロースレート

7,167千円182人

売上高成長率 EBITDAマージン

104.0％

28.9％

人的資本ROI
一人当たりEBITDA

（FTEベース）
社員数

（FTEベース）

※セルソースグロースレート＝売上高成長率＋EBITDAマージン

※人的資本ROI＝EBITDA÷人件費 ※ FTE（フルタイム当量）＝社員の総労働時間÷（勤務日数×8時間）

※前期比

CellSource Co., Ltd. All Right Reserved

34.4％ ＋5.5％
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四半期推移

2021/10期 2022/10期 2023/10期

Q4Q3Q2Q1 Q4 Q4Q3 Q3Q2 Q2Q1 Q1
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75
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29

269

180

113

2,446

2,158

192

96

1,999

3,067

364

2,703

653
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429

82

176

31

268

242

155

2,750

2,325

255

103

2,489

3,690

354

3,336

767

761

495

83

143

38

282

256

159

2,999

2,489

269

111

2,421

4,091

417

3,674

910

817

527

70

186

34

261

313

223

3,365

2,720

329

119

2,771

4,294

346

3,948

1,028

820

549

59

171

39

336

244

155

3,202

2,884

257

130

1,974

4,488

353

4,135

1,109

1,175

757

111

171

135

393

448

280

3,825

3,348

464

145

3,193

6,892

452

6,440

1,301

1,400

887

125

166

220

394

632

428

4,599

3,785

649

153

4,250

7,071

544

6,527

1,378

1,059

743

113

180

21

428

351

216

4,416

4,005

366

160

2,297

6,520

520

6,000

1,455

1,111

735

109

177

88

455

308

194

4,812

4,201

323

176

1,836

6,878

515

6,363

1,557

876

581

59

159

75

368

246

152

3,545

3,048

261

142

1,844

4,711

305

4,406

1,204

売上高
　　加工受託サービス

　　コンサルティングサービス

　　医療機器販売

　　化粧品販売その他

販売管理費
営業利益
四半期純利益

総資産
純資産

EBITDA

FTE

一人当たりEBITDA（千円）

加工受託件数（件）
　　脂肪由来幹細胞加工受託件数（件）

　　血液由来加工受託件数（件）

期末提携医療機関数（院）

（百万円）

CellSource Co., Ltd. All Right Reserved

1,104

793

77

179

53

575

178

248

6,879

6,201

208

198

1,050

6,049

431

5,618

1,749

1,235

873

134

166

60

504

383

265

5,017

4,487

403

191

2,112

7,186

617

6,569

1,654



加工受託サービスに関する
現状分析と今後の方針
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加工受託サービスの売上高について

整形外科領域のうち、半数以上の売上高を占める自費診療特化型医療機関における4Qの売上高が減少
一方で、ハイブリッド型医療機関の売上高は、提携医療機関の増加に伴い順調に成長

＊ 整形外科領域の血液由来加工受託サービス及び脂肪由来幹細胞加工受託サービスの合計売上高

2021年10月期1Qの売上高＊を1とした場合の推移

整形外科 -自費診療特化型整形外科 -ハイブリッド型

2023年10月期
加工受託売上高

3,146百万円
約58%約24%

● 保険診療と自費診療の両方を
取り入れる医療機関

● 多数の医療機関で分散されて
いることから、全体で見た売上
高のボラティリティは限定的

● 自費診療に特化した医療機関

● 院数が限定的な為、各院の売上
動向の影響を大きく受ける

● 広告環境や医師の技量・評判等
の影響を受けやすい

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q

ハイブリッド型

自費診療特化型

2021年10月期 2022年10月期 2023年10月期



売上成長は保守的に見込みつつ、 
依然として大きな成長余地は存在

営業強化等を通じて、
売上成長に向けた攻勢を強める

27 CellSource Co., Ltd. All Right Reserved

整形外科領域の加工受託サービスにおける今後の方針

● これまで安定的に売上高が成長

● 提携医療機関数の拡大及び各院あたり
受託件数の伸長の余地が大きく、依然と
して巨大な売上成長ポテンシャルが存在

● 対象院数は少ないが、各院の収益貢献が
大きい

● 診療報酬改定等の影響で、今後自費診療に
特化した医療機関が増加する見込み

ハイブリッド型医療機関における売上高は着実に伸長しており、今後も巨大な成長ポテンシャルが存在
自費診療特化型の依存度を低減させながら、ハイブリッド型の開拓を強化し、安定的な成長の実現を目指す

整形外科
自費診療特化型

整形外科
自費診療特化型

整形外科
ハイブリッド型

整形外科
ハイブリッド型

整形外科領域の売上成長イメージ

約17,300院＊

約1,500院
現在

＊ 厚生労働省『令和２(2020)年医療施設（静態・動態）調査（確定数）・病院報告の概況』に基づく推計



具体的な施策や目標については、
今期中に中期経営計画として開示予定
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ハイブリッド型医療機関の成長

ハイブリッド型医療機関は、提携医療機関数及び1院あたり受託件数の双方で巨大なポテンシャルが存在

KPI向上に向けた施策例

● 持田製薬との提携に基づく営業チャネルの強化
● 経営体制刷新による営業体制の強化・マーケ
ティング部の発足

提携医療機関数

現状 中期的な成長余地

月間平均受託件数
（1院あたり換算）

月間受託件数 750件

0.5件

1,500院 3,500院

2件

7,000件

約10倍の拡大ポテンシャル
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外部環境

114.425.329.86.116.436.9

95.319.522.95.818.828.2

89.321.422.511.915.817.6

69.314.320.67.015.911.5
■  社会保障関係費
■  地方交付税等
■ 公共事業関係費
■  その他
　  ・文教及び科学振興費
　  ・防衛関係費等
■  国債費  

（注）平成22年度までは決算、令和5年度は政府案による。
※財務省『我が国の財政事情』（令和5年度予算政府案）（令和４年12月）

〔兆円〕

医療機関を取り巻く外部環境増加の一途を辿る社会保障関係費

見込まれる変化

● 2024年6月に医療・介護・障害福祉サービス
の診療報酬が改定予定

● 再生医療の普及拡大により、エビデンスが蓄積
● 再生医療による治療法に関する認知度が向上

● 保険診療特化型医療機関が自費診療を取り入れる
● ハイブリッド型医療機関における自費診療の比率が高まる
● 自費診療特化型の医療機関が増加する

令和5年度
2023年度

平成22年度
2010年度

平成12年度
2000年度

平成2年度
1990年度

0 20 40 60 80 100 120



30 CellSource Co., Ltd. All Right Reserved

保険診療から自費診療へのシフト

自費診療特化型 自費診療

ハイブリッド型 保険診療

ハイブリッド型 保険診療

自
費
診
療

自
費
診
療

自費診療

自費診療

自費診療

現　在 将　来

自費診療の診療領域が拡大自費診療の割合はごくわずか

ハイブリッド型 保険診療

ハイブリッド型
自
費
診
療

自
費
診
療

保険診療

自費診療特化型 自費診療

ハイブリッド型 保険診療

ハイブリッド型 保険診療

ハイブリッド型 保険診療

ハイブリッド型 自費診療

外部環境を背景に、自費診療特化型医療機関の増加と、
ハイブリッド型医療機関における自費診療のシェア拡大が見込まれる

ハイブリッド型から自費診療特化型へ
業態変更の可能性も



事業ハイライト
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【所在地】
〒210-0821

神奈川県川崎市川崎区殿町3-25-22

【品質基準（予定）】
再生医療関連事業における細胞培養加工施設

【延床面積】
2,303㎡

【移管予定業務】
組織・細胞の加工・保管、研究開発

【設備投資の額】
50,000千円

【稼働開始時期】
2023年11月

概要

ZERO LAB（羽田グローバルCPC）

CellSource Co., Ltd. All Right Reserved



日本

マレーシア

インド

呼吸器内科  ・・・整形外科 形成外科 脳神経内科

〈
対
象
診
療
領
域
〉

〈対象国〉

産科婦人科

エクソソーム

〈 Product Z 〉

成長戦略マップ
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横浜F・マリノス
青山学院大学駅伝チーム
福岡大学サッカー部

〈 Product Z 〉 横浜市立大学
富山大学

富士フイルム株式会社

持田製薬株式会社

※形成外科領域、マーケティング支援事業、マーケティング支援事業・データ活用事業に関しては、引き続き事業継続をしておりますが、投資判断に影響を及ぼす事業進捗がないことから、記載を省略しております。
投資判断に影響を及ぼす進展があれば、適宜、適切な方法で速やかに開示します。　※当社が事業開始している領域に色を付けて区分しております。



日本

マレーシア

インド

呼吸器内科  ・・・整形外科 形成外科 脳神経内科

〈
対
象
診
療
領
域
〉

〈対象国〉

産科婦人科

〈 Product Z 〉〈 Product Z 〉

加工受託サービスの進捗

CellSource Co., Ltd. All Right Reserved34

横浜F・マリノス
青山学院大学駅伝チーム
福岡大学サッカー部

富士フイルム株式会社

持田製薬株式会社

※形成外科領域、マーケティング支援事業、マーケティング支援事業・データ活用事業に関しては、引き続き事業継続をしておりますが、投資判断に影響を及ぼす事業進捗がないことから、記載を省略しております。
　投資判断に影響を及ぼす進展があれば、適宜、適切な方法で速やかに開示します。

エクソソーム



PFC-FD™初の海外誌論文掲載
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当社の血液加工受託サービスを利用した
変形性膝関節症治療に対する初めての海外誌投稿
●  KSSTA（欧州スポーツ外傷学、膝関節外科、関節鏡学会の公式ジャーナル［インパクト
ファクター：3.9］）に掲載＊

● セルソースのPFC-FD™の有効性と安全性の発信
● 従来のPRP治療と比較し、常温保管可能なPFC-FD™の輸送時の安定性を指摘
● 本邦における変形性膝関節症に対するバイオセラピーの現状も報告

患者報告式アウトカム尺度において、ベースライン、1、3、6、12か月後における膝OAのアウトカムスコアはす
べての時点でベースライン と比較して優位に改善(p<0.01)

＊ Ohtsuru, T., Otsuji, M., Nakanishi, J., Nakamura, N., Lyman, S., Hanai, H., Shimomura, K., & Ando, W. (2023). Freeze-dried noncoagulating platelet-derived factor concentrate is a safe and effective 

treatment for early knee osteoarthritis. Knee surgery, sports traumatology, arthroscopy : official journal of the ESSKA, 31(11), 4716‒4723. https://doi.org/10.1007/s00167-023-07414-y
※PFC-FDはセルソース株式会社の保有する商標です。



滑膜由来幹細胞加工受託サービスの進捗状況
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契約医療機関8院

● 東京医科歯科大学
● 神戸大学附属病院
● 獨協医大埼玉医療センター
● 重工記念病院
● 福岡整形外科病院
● いちはら病院
● ＋2医療機関

● 東京医科歯科大学で初の臨床応用開始

● 日本膝関節学会での発表（12月8日開催）を
契機に認知拡大へ

● 2023年サービス開始公表以降、総合病院を
中心に提携医療機関を開拓

● 2024年10月期に100件以上の受託を目指す

臨床応用開始
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滑膜由来幹細胞加工受託サービスの進捗状況

滑膜由来幹細胞のポテンシャル

幹細胞の軟骨生成能力比較

● 膝から採取した滑膜由来幹細胞は膝の関節治療に有効
● 滑膜由来幹細胞は優れた軟骨分化能を有する
● セルソースが受託加工できるサービスが拡大

● 優れた軟骨再生成能力を有する＊

膝関節治療におけるセルソースのサービス領域

＊ Sakaguchi Y, Sekiya I, Yagishita K, Muneta T. Comparison of human stem cells derived from various mesenchymal tissues: superiority of synovium as a cell source. Arthritis Rheum. 2005 Aug; 52(8): 2521-9

滑膜由来幹細胞脂肪由来幹細胞
（ASC）

PFC-FD™

※PFC-FDはセルソース株式会社の保有する商標です。

重度

軽度

重度

軽度

クリニック 総合病院等

ヒアルロン酸

再生医療
症状

人工関節



産科婦人科
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成長戦略マップ

日本

マレーシア

インド

呼吸器内科  ・・・整形外科 形成外科 脳神経内科

〈
対
象
診
療
領
域
〉

〈対象国〉

〈 Product Z 〉〈 Product Z 〉
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※形成外科領域、マーケティング支援事業、マーケティング支援事業・データ活用事業に関しては、引き続き事業継続をしておりますが、投資判断に影響を及ぼす事業進捗がないことから、記載を省略しております。
　投資判断に影響を及ぼす進展があれば、適宜、適切な方法で速やかに開示します。

エクソソーム
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安定的な収益拡大が見込める
ストックビジネス

卵子凍結保管受託サービス

● 新市場が創設される中、セルソースは加工受託実績に裏付けられた
優位性を有する

● 東京都の先行事例に見られる公的助成枠組み拡大の期待
● 企業の福利厚生利用など外部環境は追い風

長期継続利用が前提となる
積み上げ型のストックビジネス

卵子凍結保管数の蓄積イメージ

企業や自治体などの
福利厚生利用による拡大

公的な助成による利用者の拡大

新市場でのマーケットシェアの獲得

2024年10月期１Qの事業開始

月額保管料による安定した
キャッシュフローが見込める
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ライフプランの選択肢としての
卵子凍結ニーズの高まり

卵子凍結保管受託サービス

● 約4.4組に1組のカップルが不妊の検査や治療を受けており、その
比率は増加の一途

● 卵子凍結は女性のライフプランの選択肢として関心が高まっている
● 東京都は2023年9月「卵子凍結に係る費用」及び「凍結卵子を使用
した生殖補助医療」への助成を開始

不妊を心配したことがある夫婦の割合＊1 卵子凍結への興味有無＊2 東京都の助成＊3

＊1 厚生労働省『不妊治療と仕事との両立サポートハンドブック』に基づき作成 ＊2 日経Woman doors『卵子凍結×働くキャリア』読者アンケート結果に基づき作成 ＊3 東京都福祉局報道発表資料『2023年9月15日「卵子凍結に係る費用への助成」・「凍結
卵子を使用した生殖補助医療への助成」を開始』

＊4 読売オンライン2023年11月23日掲載『都の卵子凍結保存助成、オンライン説明会に
5000人超の申し込み…9割が30代』

興味がある

69.1%

興味がない

14.4%

わからない
16.5%

約70%の女性が興味を持っている 卵子凍結実施時

上限20万円

次年度以降の保管

1年ごと2万円
（最大5年間）

合計30万円（最大）

26.1% 25.8%

31.1%
35.0%

39.2%

50.0%

40.0%

30.0%

20.0%

10.0%

0.0%
2002年 2005年 2010年 2015年 2021年 東京都主催の説明会に5,000人超登録

  30代女性が 9割と報じられる＊4



セルソース提携
医療機関数

熟練の技術者とノウハウ

238院
619院
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卵子凍結保管受託サービス

セルソースは4つの強みで
卵子凍結市場でのトップシェアを目指す

不妊治療医療機関数（全国）

不妊治療医療機関全国登録施設619院のうち238院の
産婦人科医院との契約を有する
加工受託サービスで培った超低温環境での長期保管技術と
受託オペレーションを自社で提供可能
再生医療関連事業で培った特定細胞加工物製造許可（施設
番号:FA3160006）取得水準の設備
盤石な経営基盤に裏付けられた事業の継続性

1

2

3

4

羽田グローバルCPC

液体窒素の取り扱いに精通する
熟練の技術者＊ 日本産婦人科学会「体外受精・胚移植に関する登録施設」「ヒト胚および卵子の凍結保存と移植に関する登録施設」の施設検索結果（2023年12月時点）

　 https://www.jsog.or.jp/facility_program/search_result_facility.php



マレーシア

インド
〈対象国〉

成長戦略マップ
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日本

呼吸器内科  ・・・形成外科 脳神経内科

〈
対
象
診
療
領
域
〉

〈対象国〉

産科婦人科

〈 Product Z 〉〈 Product Z 〉

整形外科

※形成外科領域、マーケティング支援事業、マーケティング支援事業・データ活用事業に関しては、引き続き事業継続をしておりますが、投資判断に影響を及ぼす事業進捗がないことから、記載を省略しております。
　投資判断に影響を及ぼす進展があれば、適宜、適切な方法で速やかに開示します。

エクソソーム
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インド・マレーシアでのPFC-FD™関連サービスの展開

＊1 内閣府HP：令和4年版高齢社会白書 高齢化の状況　　＊2 経済産業省HP： R3年度「医療国際展開カントリーレポート 新興国等のヘルスケア市場環境に関する基本情報 インド編」
＊3 経済産業省HP： R3年度「医療国際展開カントリーレポート 新興国等のヘルスケア市場環境に関する基本情報 マレーシア編」

総人口  125百万人＊1

 （2020年）

総人口 1,353百万人＊2

　　　　　　　　　　　　　
（2018年）

総人口 32百万人＊3

　　　　　　　　　　　　　
（2018年）

※PFC-FDはセルソース株式会社の保有する商標です。

CellSource Co., Ltd. All Right Reserved

インドでは2024年10月期1Qの事業開始に向け、現地運営法人へ技術移管中

高齢者比率 6.2%→13.8%＊2

 （2018年）　　　　　    　　  　（2050年）　　　   　　

高齢者比率 6.7%→17.0%＊3

 （2018年）　　　　　    　　  　（2050年）　　　   　　

高齢者比率 28.9%→38.4%＊1

 （2020年）　　　　　　　  　  　　  （2065年） 　　　  　　  

日本

インド

マレーシア

現地の総合病院
運営法人

現地の上場企業であるTexchem Resources Berhadと共同出資の上、当社初の現地法人を設立
予定。今後さらに医療へのニーズが高まると推察されるマレーシアにおいて、PFC-FD™の加工受託
サービスを展開。

インド・ベンガルールの総合病院の運営法人にPFC-FD™の製造を許諾するライセンス契約を締結。
PFC-FD™の初の海外臨床応用例に。
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日本

〈 Product Z 〉〈 Product Z 〉

成長戦略マップ

日本

マレーシア

インド

呼吸器内科  ・・・形成外科 脳神経内科

〈
対
象
診
療
領
域
〉

〈対象国〉

産科婦人科整形外科

※形成外科領域、マーケティング支援事業、マーケティング支援事業・データ活用事業に関しては、引き続き事業継続をしておりますが、投資判断に影響を及ぼす事業進捗がないことから、記載を省略しております。
　投資判断に影響を及ぼす進展があれば、適宜、適切な方法で速やかに開示します。

エクソソーム



動物医療領域への参入  アニコムホールディングスとの提携
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2022年6月の業務提携以降、動物領域での臨床研究を経て12月に初受注

当社とアニコムグループが加盟している動物再生医療技術研究組合（PARM）を通じて
イヌ血小板由来成長因子療法の臨床研究を開始

飼育頭数（犬・猫）

約1,600万頭
（2022年4月末時点）

治療の想定対象

200万頭超
（2022年4月末時点）

・ 筋骨格疾患
・ 歯口腔疾患
・ 眼の疾患等

アニコム
グループ
との提携

アニコムグループの
営業力を使って
病院獲得

動物再生医療技術研究組合
（PARM）

加入病院数683院
（2023年9月末）

先進医療の取組み

＊1

＊2

＊3

＊1 未だ確立されていない飼育動物（イヌ・ネコ）向け細胞治療サービスについて、各プロセスを標準化し、あらゆる診療施設の獣医師が、安全かつ
有効な細胞治療サービスを提供できる仕組みの実用化を目的とし、アニコムグループが中心となって立ち上げた産学官の連携を柱に共同研究を
行う非営利共益法人。2019年12月10日設立。

＊2 一般社団法人 ペットフード協会　2022年（令和4年）全国犬猫飼育実態調査 結果
＊3 アニコムホールディングス調べ 

アニコム動物病院グループ

病院数54院
（2023年9月末時点）

ペット保険
どうぶつ保険のシェアNo.1
保険契約件数は115万件超

※アニコムホールディング調べ



非連続的成長を実現するエクソソーム戦略
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日本

〈 Product Z 〉〈 Product Z 〉

成長戦略マップ

47 CellSource Co., Ltd. All Right Reserved

日本

マレーシア

インド

呼吸器内科  ・・・形成外科 脳神経内科

〈
対
象
診
療
領
域
〉

〈対象国〉

産科婦人科整形外科

※形成外科領域、マーケティング支援事業、マーケティング支援事業・データ活用事業に関しては、引き続き事業継続をしておりますが、投資判断に影響を及ぼす事業進捗がないことから、記載を省略しております。
　投資判断に影響を及ぼす進展があれば、適宜、適切な方法で速やかに開示します。

エクソソーム
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● 医薬品医療機器総合機構（PMDA）の専門部会にて「エクソソームを含む
細胞外小胞（EV）を利用した治療用製剤に関する報告書」＊1としてまとめ
られ、治療製剤開発のガイドラインとして位置付けられている。

● 日本医療研究開発機構（AMED）にて「エクソソーム製剤の品質管理戦略
構築に関する研究」＊2として課題採択されている。

● エクソソームは、様々な疾患(新婚心筋梗塞、急性腎炎、アルツハイマー病
など）に対し治療効果をもつことが示唆されており、新たな疾患治療薬として
注目されている。

● 期待される効果として、抗炎症作用、組織修復作用、免疫調整作用、血管新生、
細胞遊走等があげられる。

● エクソソームは、細胞から分泌される直径50-150nm（ナノメートル：
10億分の1メートル）の顆粒状の物質。

● 表面には細胞膜由来の脂質、タンパク質を含み、内部には核酸
（マイクロRNA、メッセンジャーRNA、DNAなど）やタンパク質など
細胞内の物質を含む。

CellSource Co., Ltd. All Right Reserved

エクソソームの概要

48

エクソソームの概要

急増する論文数

様々な疾患への治療効果が示唆

産業化に向け産官学で推進

1

2

※国立研究開発法人HP:令和4年度 「医薬品等規制調和・評価研究事業（1次公募）」の採択課題について

※ Katsuda T, Kosaka N, Takeshita F, Ochiya T. The therapeutic potential of mesenchymal stem cell-derived 
　 extracellular vesicles. Proteomics. 2013, 13, 1637-1653.

＊1 PMDA『エクソソームを含む細胞外小胞（EV）を利用した治療用製剤に関する報告書（2023年1月17日）』
＊2 AMED『令和4年度 「医薬品等規制調和・評価研究事業（1次公募）」の採択課題について』

［論文数］

※National Library of Medicine、PubMed『extracellular vesicle therapy』をキーワードに1993-2023年を対象にした検索結果



知財戦略

患者さま

R & D 知財

エクソソーム創薬プラットフォーム
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知財戦略

原料調達ネットワーク

患者さま

R & D 知財

製薬会社

B

製薬会社

C

製薬会社

D

整形外科

産科・婦人科

脳神経内科

呼吸器科

血液

脂肪

滑膜

ラ
イ
セ
ン
ス
ア
ウ
ト



科研製薬との創薬ロードマップ
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日本初のエクソソーム医薬品創出に向け、科研製薬とのフィージビリティスタディを実施中

探索研究 非臨床 前期臨床

フィージビリティ・スタディ契約下で実施

後期臨床 承認審査 販売

セルソース
独自開発

科研製薬との
共同開発

独占的交渉権付与

PMDA相談

現在
● 各種試験の実施
● 必要資料の作成

治験届提出

科研製薬との
共同開発

独占的交渉権付与

後期臨床試験以降
前期臨床試験までの結果を踏まえ、
ライセンスアウトを含め検討する

科研製薬の知見を最大限活用 科研製薬にライセンスアウト

2～4年内に臨床フェーズへ



2024年10月期  通期業績予想
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2024年10月期  通期業績予想

2023年10月期
（実績）

2024年10月期
（予想）

前期比 業績予想値に関するコメント

売上高

売上総利益

　   売上総利益率

営業利益

　   営業利益率

EBITDA

　   EBITDAマージン

EBITDA（研究開発費除く）

当期純利益

　   当期純利益率

［百万円］

4,510

3,185

70.6%

1,221

27.1%

1,302

28.9%

1,375

923

20.5%

+19.0%

+12.4%

▲3.9pt

▲17.8%

▲8.4pt

▲13.2%

▲7.8pt

+3.1%

▲22.0%

▲7.1pt

5,368

3,580

66.7%

1,003

18.7%

1,130

21.1%

1,417

719

13.4%

● 血液由来加工受託サービス及び脂肪由来幹細胞加工受託サービスの売上高は、
着実な成長を見込む

● 滑膜由来幹細胞加工受託サービスが今期より本格的に収益貢献予定

● 非連続的成長に向けた人的資本投資、研究開発投資、新規事業開発投資等、
戦略的にコストを投下し、販管費が増加

● 研究開発費を除いたEBITDAは微増を見込む

● 所得拡大税制等の各種優遇税制の影響は未考慮



2023年10月に実施した
公募増資により資本金が増加し、

外形標準課税額が増加

エクソソーム創薬、海外事業、
卵子凍結バンクの事業化に

向けた各種投資

主に、エクソソーム創薬プラットフォームに
関連する研究開発投資

主に、
営業及びCPC（製造）の
部門における人員を

拡充予定
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EBITDAの変動要因

2024年10月期
EBITDA

研究開発費2024年10月期
EBITDA

（研究開発費控除前）

その他新規事業関連投資租税公課人件費売上総利益2023年10月期
EBITDA

1,302

396

1,417

1,130

-287

77
-255 -44

-59



Appendix
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代表取締役社長C EO

裙本  理人
Masato Tsumamoto

2005年　神戸大学発達科学部 卒業
2005年　住友商事株式会社 入社
2007年　ロシア サンクトペテルブルグ大学 留学
2011年　ロシア プラスタン 駐在
2015年　セルソース株式会社 設立 

　　　　  代表取締役社長CEO（現任）

会　社　名  セルソース株式会社（CellSource Co., Ltd.）

所　在　地  東京都渋谷区渋谷1-23-21

設立年月日 2015年11月30日

代　表　者  裙本  理人

決　算　月 10月

従  業  員  数  151名（2023年10月31日現在）

事  業  内  容  再生医療関連事業

加盟団体等  日本再生医療学会

 再生医療産業活性化推進事業運営共同体

 日本バイオテク協議会

 動物再生医療技術研究組合（PARM）

セルソース設立再生医療推進法
公布・施行

再生医療等安全性確保法、
医薬品医療機器等法 施行

血液由来加工受託サービス
（PFC-FD

TM）を開始

滑膜由来幹細胞加工受託サービス
を開始

東証マザーズ市場
（現グロース市場）に上場

2019.10

科研製薬と提携し、
エクソソーム創薬販売のFSを開始

2023.092023.032017.052016.032015.112014.112013.05

脂肪由来幹細加工受託サービス
（ASC）を開始

55

会社概要

※PFC-FDはセルソース株式会社の保有する商標です。
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役員一覧

取締役

山川  雅之
社外取締役

村上  憲郎

1994年 東京大学法学部第一類 卒業、司法研修所(48期)
1999年 東京地方検察庁特別捜査部 検事
2003年 法務省大臣官房訟務部門行政訟務課付
2004年 総務省行政管理局企画調整課行政手続室 課長補佐
2008年 西村あさひ法律事務所 パートナー弁護士
2013年 弁護士法人西村あさひ法律事務所 福岡事務所代表（現任）
2014年 東ソー株式会社 社外監査役（現任）
2016年 株式会社高田工業所 ガバナンス委員会委員長
2019年 セルソース株式会社 監査役
2023年 セルソース株式会社 社外取締役（監査等委員）（現任）

1986年 京都大学経済学部 卒業
1986年 伊藤忠商事株式会社 入社
1999年 日本オンライン証券株式会社 入社
2008年 カブドットコム証券株式会社
 （現 auカブコム証券株式会社） 専務執行役 CFO
2017年 セルソース株式会社 取締役CFO
2023年 セルソース株式会社 取締役（常勤監査等委員）（現任）

1970年 京都大学工学部 卒業
1970年 日立電子株式会社（現 株式会社日立国際電気）入社
2003年 Google日本法人 代表取締役社長 
 兼 米国本社副社長
2009年 Google日本法人 名誉会長
2017年 セルソース株式会社 社外取締役（現任）
2021年 株式会社メルカリ 社外取締役（現任）

1989年 大阪市立大学生活科学部 卒業
1995年 株式会社アイフィス設立 代表取締役
2004年 一般社団法人投資信託協会理事（現任）
2011年 日本証券業協会公益理事（現任）
2013年 株式会社静岡銀行 社外取締役（現任）
2013年 株式会社ソフィアバンク代表取締役
2014年 豊田通商株式会社 社外取締役（現任）
2018年 公益社団法人日本プロサッカーリーグ理事（現任）
2020年 早稲田大学大学院スポーツ科学研究科修士課程修了
2021年 セルソース株式会社 社外取締役
2022年 株式会社国際社会経済研究所理事長（現任）
2023年 セルソース株式会社 社外取締役 （監査等委員）（現任）

取締役
（常勤監査等委員）

雨宮  猛

社外取締役
（監査等委員）

藤沢  久美

1989年 鳥取大学医学部 卒業
1993年 聖心美容外科クリニック 開設（退任）
2007年 THE CLINIC 東京 開設（退任）
2015年 シリアルインキュベート株式会社 設立（現代表取締役）
 セルソース株式会社 設立 代表取締役（退任）
2016年 東京ひざ関節症クリニック 開設（退任）
2022年 セルソース株式会社 取締役（現任）

1981年 上智大学理工学部 卒業
1981年 伊藤忠商事株式会社 入社
1998年 株式会社ファーストリテイリング 取締役副社長
2005年 株式会社リヴァンプ 設立 代表取締役社長
2016年 株式会社ファミリーマート 代表取締役社長
2021年 株式会社ファミリーマート 代表取締役副会長
2022年 セルソース株式会社 社外取締役（現任）
2022年 株式会社ロッテベンチャーズ・ジャパン 代表取締役（現任）

社外取締役

澤田  貴司

社外取締役
（監査等委員）

尾﨑  恒康
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PURPOSE

CHANGE OUR FUTURE
未来を変える

VALUESE

1. IDEAS INTO REALITY
 アイデアを現実へ

2. ISSUE DRIVEN
 課題ドリブン

3. ZERO-BASED DECISION
 ゼロベースで考える

4. SIMPLE AND CLEAR
 シンプルで明確に

5. RESPECT AND FUN
 リスペクトと楽しさを

6. BE HAPPY,MAKE HAPPINESS
 幸せになり  幸せにしよう

MISSION

FREEDOM OF LIFE
WITH MEDICAL REVOLUTION
すべての人生に自由を  医療に革命を 

PURPOSE / MISSION / VALUES
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研究区分 治療区分

再生医療等安全性確保法

医薬品・化粧品・医療機器の製造販売

医薬品医療機器等法
従来の「薬事法」を改正し、「再生医療等製品」を新たに定義
再生医療等製品に限り、一定の条件を満たすことで、
厚生労働大臣が早期に製造販売承認を与える事が可能に

リスクに応じた再生医療等の提供計画の提出を義務づける
従来、医療機関にて行われていた細胞加工の外部委託を可能に

2013

2014

2015

再生医療推進法施行

再生医療市場誕生

セルソース創業

再生医療に関する法改正を新産業創出のチャンスと捉え、創業

58

法改正による再生医療市場の誕生
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医療機関が再生医療等を実施するための様々なサービスをワンストップで展開

59

再生医療関連事業の全体像

加工受託サービス

セルソース再生医療センター

再生医療に関するトータルサポート

コンサルティング
サービス

医療機器
販売

●  血液由来加工
●  脂肪由来幹細胞加工
●  滑膜由来幹細胞加工
●  FatBank

●  卵子凍結バンク

加工 保管

治  療

治  療

医療機関 患者

治  療

治  療

治  療
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売上高

4,510百万円
（2023年10月期）

加工受託
サービス

70％

化粧品販売
その他

5％医療機器販売

15％

コンサルティング
サービス

10％

再生医療関連事業のサービス内訳

60

加工受託
サービス

化粧品販売
その他

医療機器販売

コンサルティング
サービス

● 再生医療等法規対応サポートサービス
● 経営管理支援サービス

● 血液由来加工受託サービス（PFC-FD™）
● 脂肪由来幹細胞加工受託サービス（ASC）
● 滑膜由来幹細胞加工受託サービス
● FatBankサービス
● 卵子凍結保管受託サービス

● 血液及び脂肪等の組織の採取に必要な医療機器の販売

● 化粧品ブランド「Signalift（シグナリフト）」の販売
● 化粧品販売業者への原料提供
● 化粧品のOEM製造受託　

※PFC-FDはセルソース株式会社の保有する商標です。

サービス別売上高
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加工受託サービスのビジネスモデル
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特許取得 血液加工・フリーズドライ（PFC-FD™加工）

血液

血液由来加工受託サービス（PFC-FD™）＊
フリーズドライ化により、医療機関内にて室温かつ長期間での保存が可能

治  療

治  療

治  療

滑膜由来幹細胞の抽出・培養

血液・滑膜組織

滑膜由来幹細胞加工受託サービス
0.5gの滑膜組織から軟骨分化能の高い滑膜幹細胞を抽出・培養し、生細胞の状態で納品

医療機関 患者

脂肪由来幹細胞の抽出・培養

脂肪組織

脂肪由来幹細胞加工受託サービス（ASC）
加工に必要な脂肪組織は20mLと少量、培養後複数回に分けての投与可能

＊ 当社の血液由来加工受託サービスは、特許取得済みの当社独自技術により多血小板血漿（PRP）を「PFC-FD™」化し、医療機関内にて室温かつ長期間での保存を可能にしております。

再生医療のセントラルキッチンとしての役割を果たす

※PFC-FDはセルソース株式会社の保有する商標です。
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本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking 

statements）を含みます。

これらは、現在における見込み、予測及びリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの

記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。

それらリスクや不確実性には、市場環境、法的規制、品質・安全性の確保及び製造体制、特定の

取引先、風評リスク、研究開発、広告宣伝戦略、システム障害等が含まれます。
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将来見通しに関する注意事項
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